
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 

発表演題名 福井県における光化学オキシダントの越境汚染に関する調査 

学会名 第５６回大気環境学会 

発表者名 環境部 大気・化学物質研究Ｇ 谷口 佳文 

開催場所 早稲田大学 

開催日時 平成２７年９月１５日（火）～９月１７日（木） 

発表内容 近年、福井県において西寄りの風の日に県内全域でオキシダント(Ox)

濃度が高くなる傾向が観測され、越境汚染の影響を受けている可能性が

ある。そこで本県における越境汚染の影響を探るため、水平および垂直

方向での調査を行った。 

 調査の結果、距離別の評価において、海沿い（西寄り）が高く内陸（東

寄り）に入るに従い濃度が低下する傾向にあったことから、海沿い（西

寄り）は越境汚染の影響を受け易いことが示唆された。時刻別濃度推移

では、各調査地点の推移は緩やかで、調査地点の標高が低くなるに従い

平野部の推移に近づく傾向がみられ、また、国見岳のみ夜間の濃度上昇

がみられた。このことから、標高が高いほど越境汚染の影響を受け易い

ことが示唆された。また、濃度区分別の時刻別濃度推移から、調査地域

における春～初夏にかけての PO 濃度のバックグラウンドは 20～30ppb

程度であると推察された。 

 


